
金
滞
古
蹟
志
巻
廿
丸

惣
園
加
賀
風
土
記
に
、
加
賀
郡
小
演
郷
小
演
川
“
貫
=
鱒
鮭
鮎
能
等
-
備
一
昌

美
饗
と
あ
る
小
演
郷
は
、
延
菩
式
紳
名
般
に
加
賀
郡
小
蔀
紳
祉
と

あ
り
て
、
小
演
紳
祉
は
黒
津
船
浦
陀
銀
座
・
な
り
。
さ
れ
ば
そ
の
か
み
、

此
の
地
漣
を
ば
小
蔀
郷
と
し
;
小
演
川
も
黒
津
舶
浦
港
の
川
に
て
、

今
い
ふ
宇
野
集
川
左
ら
ん
か
と
い
へ
れ
ど
、
若
し
く
は
浅
野
川
た
る

に
や
。
浅
野
川
は
今
も
鯨
・
鮭
・
鮎
・
餓
等
を
産
す
。
但
し
犀
川
と
引
き

か
へ
水
勢
弱
く
し
て
‘
清
冷
の
念
流
に
非
宇
。
故
に
犀
川
の
産
魚
に

競
ぶ
れ
ば
、
共
の
風
味
梢
e
劣
れ
り
と
い
へ
り
。
三
州
名
物
従
来
と
い

へ
る
も
の
に
も
、
手
取
川
の
鮎
、
摩
川
の
鮭
、
浅
野
川
の
雑
喉
と
載

せ
た
り
。
雑
喉
は
雑
子
の
義
に
て
.
今
い
ふ
い
さ
L
と
呼
ぺ
る
も
の

に
や
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
‘
文
安
元
年
の
下
皐
集
K
.
雑
喉
‘
鮪

ヒ
テ
、
鈴
イ
サ
、
。
と
見
え
た
れ
ば
、
雑
喉
は
小
魚
類
の
惣
名
た
ら

ん
か
。
今
金
揮
に

τ、
子
供
の
慰
に
す
る
小
魚
を
め
h

ざ
と
と
呼
ぺ

り
。
是
も
雑
喉
の
一
種
た
る
べ
し
。
一
一
訟
に
、
雑
喉
は
今
い
ふ
ど
り

た
り
と
い
へ
れ
ど
、
ど
り
は
雑
喉
と
は
別
魚
怠
る
に
や
。
寛
永
十
六

年
五
月
の
定
書
に
、
夜
中
に
洩
野
川
・
才
川
に
て
ど
り
取
候
も
の
ど

も
、
か
ピ
り
を
鏡
、
狼
成
仕
合
に
付
て
御
停
止
之
幕
。
と
見
b
.
改

作
所
奮
記
に
蛾
せ
た
る
貞
享
二
年
六
月
畏
長
の
寄
付
に
、
才
川
・
洩

野
川
雨
川
之
閥
、
江
川
・
堀
へ
ご
み
上
申
刻
、
ど
り
・
ぎ
か
う
取
閲
敬

皆
、
去
年
八
月
被
a
仰
渡
吋
ど
り
・
ざ
か
う
取
可
ν
申
た
め
、
江
・
捌
か
へ

申
間
敷
皆
竪
〈
申
渡
候
。
と
あ
り
。
此
の
書
面
に
ご
り
と
ざ
か
う
と

を
別
々
に
載
せ
た
れ
ば
、
雑
喉
は
ど
り
の
類
と
い
へ
ど
も
、
別
種
の

小
魚
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
さ
て
今
も
殺
生
人
共
、
彼
の
い
さ
L
を

取
る
に
は
、
夜
中
河
瀬
に
緯
火
を
た
き
‘
そ
の
火
に
つ
き
て
、
小
魚

の
瀬
揃
ひ
し
て
登
れ
る
を
ば
取
れ
る
さ
ま
、
寛
永
十
六
年
の
定
書
に

載
せ
ら
れ
た
る
如
し
。
是
を
殺
生
人
共
そ
訟
で
と
い
へ
り
。
い
か
な

る
よ
し
に
て
呼
ぺ
る
に
や
、
い
ま
だ
考
へ
得
宇
。

O
渓
野
川
陣
嘗

寛
永
八
年
山
崎
長
門
家
士
武
功
書
に
、
味
嶋
宇
右
衛
門
申
上
分
。
組

E
H
回
同
・

父
味
嶋
六
左
衛
門
大
納
言
様
ね
被
n
召
出
一
共
よ
り
英
賢
様
へ
被
v
建、

能
登
末
森
御
陣
之
時
も
ぎ
付
の
首
一
つ
取
申
候
事
。
佐
々
内
磁
助
殿

と
御
取
合
之
時
分
、
宮
地
洩
野
川
表
に
、
越
前
敦
賀
の
武
藤
と
申
大

勝
.
人
数
を
立
被
v
居
候
底
に
、
不
慮
に
喧
嘩
を
仕
出
し
.
大
勢
之
中

へ
六
左
衛
門
一
人
切
て
入
.
さ
ん
ざ
ん
に
切
ち
ら
し
、
常
感
に
侍
五

人
き
り
ふ
せ
‘
英
外
手
負
五
・
六
人
御
座
候
。
六
左
衛
門
か
す
手
三
ク

所
治
ひ
、
共
夜
に
松
任
ま
で
引
退
申
候
。
右
之
段
々
委
く
存
た
る
者

共
、
長
門
家
中
に
御
座
候
。
松
任
以
来
之
御
馬
廻
衆
も
能
く
可
v
被
v
存

候
。
と
載
せ
た
り
o
按
宇
る
に
、
右
越
前
敦
賀
の
武
藤
と
あ
る
は
、

武
藤
宗
左
衛
門
が
事
な
ら
ん
か
。
加
越
閑
静
紀
に
、
天
正
三
年
の
春

一
一
一
月
期
江
中
務
丞
景
忠
、
森
田
三
郎
左
衛
門
を
密
に
馳
走
し
て
.
敦

賀
の
武
藤
宗
左
衛
門
を
以
て
、
信
長
公
の
味
方
に
可
v
参
由
申
上
る

鹿
‘
本
領
安
堵
の
上
、
加
州
二
郡
可

hma宛
行
-
回
日
一
行
朱
印
を
賜
る
0

・

と
見
b
、
北
陸
七
園
志
に
は
、
武
藤
宗
右
衛
門
と
あ
り
。
執
が
是
な

る
に
や
。

O
漫
野
河
原
探
湯
俸
話

聞
見
雑
録
に
一
宮
ふ
。
岸
主
計
事
、
利
長
卿
の
御
代
於
a
伏
見
一
算
失
せ
し

に
、
人
々
打
入
起
請
せ
し
に
、
岸
主
計
を
さ
す
。
依
v
之
加
州
に
か
へ

り
、
法
楽
の
銭
火
を
見
せ
ん
と
‘
金
津
八
町
を
鏑
れ
て
、
浅
野
川
原

に
て
鍛
火
を
取
す
ま
し
ぬ
。
共
後
能
〈
被
白
召
仕
一
鞍
谷
と
云
ふ
金
山

の
奉
行
被
昌
仰
付
-
K
.
裁
許
あ
し
く
て
切
腹
被
a
仰
付
-
也
。
と
あ
り
。

按
宇
る
に
、
金
津
八
町
は
博
伽
雑
談
に
、
昔
佐
久
間
玄
蒋
尾
山
在
披

の
頃
、
西
町
・
堤
町
・
南
町
・
金
屋
町
・
松
原
町
・
安
江
町
・
材
木
町
・
近

江
町
の
八
町
を
初
て
置
き
・
是
を
尾
山
八
町
と
-X
ふ
と
あ
る
八
町
に

て
‘
そ
の
か
み
金
揮
に

τの
本
町
た
る
ゆ
ゑ
の
鍋
渡
し
た
る
・
な
る
べ

金
揮
官
蹟
志
巻
廿
九

し
。
法
楽
の
鍛
火
と
い
ふ
は
、
所
調
く
が
だ
ち
の
事
也
。
日
本
紀
に
、

盟
紳
探
湯
，
此
云
=
直
前
陀
智
で
或
掲
.
納
ν
釜
煮
沸
.
接
v
手
探
a
湯
川
向
↓
或

焼
昌
斧
火
色
-
置
昌
子
掌
吋
と
あ
り
て
、
允
恭
天
皇
の
御
世
に
、
姓
氏
の
紛

穆
を
盟
紳
探
湯
に
て
定
め
し
め
給
ふ
事
見
ね
た
り
。
弘
仁
私
記
の
序

註
に
、
今
大
和
国
高
市
郡
有
v
釜
是
也
。
と
緯
日
本
紀
に
あ
り
。
和
訓

莱
に
、
今
の
御
湯
花
の
言
の
本
た
る
べ
し
。
提
脱
風
土
記
に
、
以
v
鍋

撚
泊
待
v
沸
探
v
之
と
い
ふ
に
近
し
。
と
い
へ
り
。

O
新

地

町

此
の
町
名
は
、
改
作
所
奮
記
陀
載
せ
た
る
公
事
場
奉
行
の
建
容
に
、

新
地
町
新
保
屋
仁
兵
衛
の
名
を
記
載
し
、
免
除
三
年
の
火
災
記
に
、

母
衣
町
・
洩
野
川
新
地
町
と
見
b
.
同
九
年
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
K
.

鍋
屋
地
町
・
新
地
町
・
館
跡
土
地
・
主
計
町
・
母
衣
町
。
と
並
べ
戦
た
り
。

此
の
町
名
今
は
絶
え
た
れ
ど
、
浅
野
川
稲
荷
枇
の
漣
を
呼
ぺ
り
。
故

に
一
岱
務
中
に
、
寺
枇
所
の
奮
例
に
て
、
新
地
町
稲
荷
天
道
寺
と
書
き

来
れ
り
。
稲
荷
祉
の
停
訟
に
云
ふ
。
昔
は
此
の
地
法
悉
皆
河
原
に
て
、

人
家
等
も
な
〈
荒
地
怠
る
を
、
度
安
四
年
稲
荷
橋
に
あ
り
し
稲
荷
紳

祉
を
ば
、
此
の
地
へ
移
締
命
ぜ
ら
れ
、
夫
れ
よ
り
遥
々
人
家
を
建
て

町
地
と
成
り
た
り
。
依
り
て
町
名
を
ぽ
新
地
町
と
呼
ぴ
た
り
と
い
ひ




